
（別紙４）

～ R7年1月31日

（対象者数） 15 （回答者数） 13

～ R7年1月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 年　月　日

（対象数） 8 （回答数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・今後も課題抽出と役割について、関係機関と連携してい

く。

2

・園の困りに対して、迅速に対応できるように常日頃から情

報共有を行う。

・お子様の状態に応じた課題や支援内容を共有しながら、保

護者のニーズを満たせるよう心がける。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・必要な利用児に対して、保護者、園と連携しながら、支援

できるよう努めていく。

2

3

○事業所名 あうりんこ紫原

○保護者評価実施期間 R7年1月6日

○保護者評価有効回答数

R7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年2月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年1月6日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・契約者の数があまり増えていない。
・人員配置上の調整が難しく、保育所等訪問支援の日程を確保

出来ないことがある。

・保護者が信頼して、訪問を依頼してくださっている。
・保護者と集団場面での課題を擦り合せて、保育所等訪問支援

を行なう事ができている。

・関係機関との連携ができている。

・保育所等訪問支援を快く受け入れて下さっている機関が多

く、共通認識をもって支援に反映できている。

・関係機関での課題を支援内容に反映している。

・定期的に連絡を取り合い、様子を伺い、全体像を把握するよ

うに努めている。

事業所における自己評価総括表公表


